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論文  

年以 ア リ や中 から 中海を り ー

ロッ に れるいわゆる 中海 が 目をされてい

る。マス ディアでは のみが として り上

られているだけで、 の についてはあまり関

心が われてこなかった。イタリアは の中では

け れに 的であると されてきた である。

そのイタリアはどのように 中海 の に 応し

ているのか。 者はイタリアで とインタ

ー調査を行い、イタリアの け れ ロ スを った。調査 象は 中海 にとっ

てイタリアの「 」である ン ド ーサ の 、一時 け れ 、 での

審査である。 
論は以下の りである。先行研究で されていたイタリアの け れ は改

されている。 間 業や アクターに け れを委 することで、 していた け

れ が 大した。その一方で け れが の を つことによる も生ま

れている。また、 け れにかかわる人も し、 分な を たない 間

や が や 審査に関わっている。そのため 間の など新たな

問題が生じている。 
間のアクターを け れに り ことでイタリアの け れ は改 し

た。 の課題は 審査を行う審査委員 の教育、 者の質の向上や 者

の育成、 け れ 間の の など新たに け れに関わることになった

人々の を高めることである。 
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中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

第1 イタリアの える 問題 

1 1 ン ド ーサ に し寄せる  

 イタリアの に する ン ド ーサ には多くの 1が 来している。 らは「 中海 2」

と れ、 ーロッ へ を めて海を る。しかし、 海は を い、201 年には少なくとも

3 1人が を とした3。2016年は上 期だけで に3 000人を える 者が出ており、大きな問題

になっている。 

 中海 の は日本でも度々報 されている。一方で、 な 海を経て ン ド ーサ

にたどり着いた のその については日本のマス ディアでは とんど 目されてこなかった。しか

し、 ン ド ーサ への 来は にとって ールではない。 来 にどのように け れられるか

が重 である。本研究の目的は、あまり 目されて来なかったイタリアに 着した のその を ら

かにすることである。 

 

1 2 イタリアの け れの重  

 問題はイタリアのみなら 的な問題である。世界では201 年 時点で、6 00 人以上が

、 、人 のため、 動を いられており、そのう 2 130 人が 外に した で

ある6。この は 高 以下、 立 多である。 

 世界的な の に い、 2 の 者 も している。201 年には

者 は12 6 0人で 高となった。 をはじめ、各 の報 関も「 」と

してこれを り上 、 目を めている9。 

                                                 
1 本論文では、 に基づいて認 を けた人に ら 、 などにより 外に した人も め

て として う。 に基づく の は、「 」と して記す。 
2 中海を で って ーロッ を目 す のことを す。本論文では の が した2011年以

の に り「 中海 」と 義する。 
3      日2016年

10 日  

 3 

 え 、 日新 で 中海 の が まった2011年以 の記 を「 中海 」と する

と、1 0 ッ した。 の を った記 は2 あったが、ど らも 部 ーロッ を目 す

に 目したもので、イタリアの け れの 度や についての記 はなかった。 
6    201  6 0

201 日2016年10 日  

 では に基づく「 の 」の に 法に基づく「 的 」が されてい

る。 的 は の に 、 の 象者が広い。 を行う はこの2つを わ

せた「 的 」を めて する。そのため「 認 」ではなく「 」と する

本 201 。 

 6 
9 6 
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中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

出 会 をもとに 者作成 

 

先行研究でも、イタリアの け れ は 分であると されている。 え 、2010年に ル

ーのオスロ大学とスイスの が行った調査の報告 は、イタリアは け れ 、 ルス ア、社

会統 への が 分であり、 の人 が されていると している    

2013 。 に問題となったのが け れ の である。 が しているにもかかわら 、イタリ

アの は ての が に 容されていることを に行われている。そのため、 に れ

なかった は公的な を けられないのである 。 様の問題は に1993年に が

している。 1993 は イタリアと チリア で、 時社会問題となっていたアルバ ア 1

について調査を行い、 け れ の問題の1つに の を 、大量 の に備えて を

大する重 を述 た。アルバ ア の で け れ の 備が表 したことを け、イタ

リアの け れ は していった。 け れ は常時 されるようになり、 々に が

大されていった。2002年の法改 では け れ に関する 度が一新された1。しかし、

が 大したとはいえ、   2013 が調査を行った2010年の け れ は で 000

人 度に まっていた19。 年の は12 121人であり、 け れ は 的に していた

と える。つまり、イタリアに めて大量 が した1991年から 中海 の が まる2011

年まで20年間に り「 容 の 」という問題が し続けたのである。  

 な 長期にわたりイタリアの け れ 問題は しなかったのであろうか。その理由の1つ

には、 の を 備するよりも、 自 を い めることに 力していたことが られ

る。 理学的な視点から ン ド ーサ の 問題を研究した 2012 は 20が自 内に来

                                                 
1 1990年代 にイタリアに した 。 時、イタリア政 は大量 の を想 しておら 、

け れ は であった  1993 。 
1 け れ については で しく述 る。 
19 者の け れを う の け れ 者 。 
20 は と表記しているが、本論文でいう も まれる。 

表1 の 認 201 年  

 認定数 認定率 

ドイツ 138,666 59% 

米国 23,361 77% 

フランス 21,287 22% 

英国 15,376 34% 

カナダ 9,171 68% 

イタリア 3,573 5% 

日本 27 0.6% 

中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

が中 やア リ から ーロッ を目 す経 は主に2つある。1つが 中海を ってイタリア

を目 す 中海ルー 、もう つが ル 、 リ ャからバル ン を進み、ドイ などを目 すバ

ル ンルー である。 も多くの が発生している リアからの を め、多くの がバル

ンルー を って に してきた10。しかし、201 年、 は する 問題に 応するために

ル と ・ ル 意を 、 ル から リ ャに 法に った人は ル に されるこ

とになった11。さらにバル ン の 々は一部の を 、これによりバル ンルー は 実上

したといわれている12。 ーロッ を目 す にとっては大きな が され、代わりにイタリア

を目 す が えると 想されている13。 

 このようにイタリアの け れの重 は高まっている。しかし、イタリアの 問題に関する

日本の研究 はまだ少ない1。研究の少なさは 文 でも 様である。少なくとも 者の知る

り、 中海 の が まった2011年以 に行われた研究で、イタリアの け れに関して 度

から実 までを 的に ったものは しない1。そこで本論文では、 中海 の け れに着目

し、「イタリアはどのように を け れているのか」を らかにする。 

 

1 3 イタリアに け れに関する先行研究  

イタリアは け れに して 的であると されてきた。 の の と してもその 16

認 は少なく、 認 は い 表1 。 は に基づく の かに、 法の

中で 的 を している。また、各 が 内法の で人 的 を していることもある。

そのため 認 と実 の け れ は しも一 しない。だが、 じ のドイ 、

ンス、 との 認 の は であり、イタリアは け れに 的であると える。 

 

 

 

                                                 
10 6 
11  「 の ル 開 との 意で」 3 99 229

日2016年10 日  
12 10 
13 え 、 新 や ースがこの問題を している。 
1 で「 中海 」と すると の記 1 のみ。「イタリア 」では論文・記 わせ

て6 あるが、 中海 の について述 たものも しない。「イタリア 」で 中海

が まった2011年以 に すると2 ッ する。しかし、本論文でレ ーする

2012 の研究を き、 中海 を った論文はない 日2016年10 日  
1  研究 の学 である    で「 」をキー ードに すると13

の学 論文が ッ するが、2011年以 の文 は6本のみであり、 中海 の を しく述 たも

のは しない。 
16 ここでいう とは「 」を す。 
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 的な を されながらも の改 がみられるイタリアに 、 がより なのが日

本である。201 年の 認 はわ か2 人に まる。認 の少なさは 者自 の少なさ2も
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2 201 年の 認 者 は 6人であった 法 「 認 者、認 者 」

0011 0 03 。 
26 2  
2 2  
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ることを い めようとしたイタリアの政 を「 界の外部 」という を いて説 している。

界の外部 とは「 た が ーロッ の 理的 界に を見せる に し、 にその 動を

ため」 16 に行われる政 のことである。イタリアは「 中海 と 間 を

し、それらの 々を 理活動に き込 こと」 1 で の を に ごうとした。

2012 によれ 、「 界の外部 」は1990年代 から行われており、その象 的な がリ アと

の 力関 である。 

 イタリアに する の主な経由 であるリ アとは200 年に 好 力 が された。

には海上の 法 の り まりの 間 力を行うことを 記されている  2009 。

に先立って れた議 によれ 、イタリアがリ アに を し、 法 21の 視と 活

動を で行うとされている 。つまり、イタリア政 はリ アからイタリアに ってくる人々

を海上で発見し、 り す り めを行ったのである。しかし、そのような には人 の

れがあり、 社会から を た 。 

 はリ アへの は 、 法、イタリア 法でそれぞれ められた義 の

行にあたると している。 められた義 はそれぞれ なる。だが して、各 ・法律で

の 象となっている人の が にさらされる れがある の への や を してい

る。 時リ アは、 関や から「基本的人 が 分に されていない」と されてい

た。そのため、リ アに を することは上記の義 の 行にあたる がある22 。 

 このようにイタリアは した に する の だけでなく、「 界の外部 」政 において

も人 という を てきた。イタリアの け れの問題は大きく つある。第1にイタリ

アが行った「 界の外部 」は人 的 が していたこと。第2に「 界」を り えて した

も 分な を けられ 、基本的人 が されていなかったことである。 にも審査期間の長

期 、審査 の問題    2013 、法的 の 、 法の の  

2011 など多くの がある。 

 このようにイタリアの は であり、リ アへの に関しては 的であるというよりも、

しろ を 的に けていたとも える。しかし、イタリアは 中海 、 け れ

を大きく改 してきた。リ アへの も では行われていない  2012 。 として 認

は いものの、 的 と人 的 を わせれ 、201 年には29 人が を認められてい

る23。また、 者は審査 が するまではイタリアに するため、201 年だけで新たに

3 2  人を 内に け れている2。 

                                                 
21 の 続きを行わ に った人は形 上、 法 者であり「 法 」と れること

もある。しかし、その中に の 象者がいる は 分にある。このような議論については 本

子 201 が しい。 
22 義 の 行の問題には、義 の適 に関する議論がある。適 の議論については

2009 。 
23     イタリア 委員会 「    」

2 日 2016年10 日  
2 22 
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 の を けて2002年に公 な 容 30が けられた 。 2012 は2002年から

2006年までの期間を第1期、2006年以 を第2期と分 し研究している。 が けられた 時、 の

容 は「一次 と ンター 以下      」で

あった。この は 法 外 人の または自主 発 までの間の一時的 の役 を

っていた。 2012 によれ 第1期の 容 では、 の に関する 報 がなされ

ていなかった。それどころか を める に しても適 な 報を せ 、 続を行わなかっ

た。また 容や 容期間を大 に える長期 容が行われていた。こうした 容 や に

して、人 や 委員会から しい が行われた。 

 それを けて、2006年に の「 と ンター      

」に が され、その役 は に 来した を の へ することに され

た 。また第1期では外部からのアク スが されていたが、第2期では を めとする

関、 が 内で活動できるようになった。 にたどり着いた に しては、 のみ

でなく、 や人 の作業員も で 応することになった 。つまり、 は 着 か

ら自身の や の ロ スについて知る 会を得られるのである。第1期と すると け れ

は大きく改 されたと考えられる31。  

 

2 2 2 ン ド ーサ の の視点 

 ン ド ーサ の 容 は2006年を に改 がみられる。しかし、2011年には大量の が

し、 の 容 者 を大 に上回った。一時は の を上回る1 人以上の が 内に し

ていたと 想されている  2012 。 に りきらない は や に れ、社会問題へと発展し

た 。 

 でも多くの が ン ド ーサ に 来している。その様子はマス ディアでも ン ー

ナルに り上 られてきた32。しかし、 は大きな問題を感じていない。インタ ーした は

容 が しており、 への は少ないと えた。 ジャーナリス の によれ 、「2011年

は な の で したが、その は海上 ロールや 活動が活発になった。 ン ド

ーサ に 着する の とんどは海上で されている。 の が一 な時は、 の 容 に

されるので、 が れるような 態は こっていない」。 

 その一方で、 を歩くと と思われるグルー が目についた。 も「教会の にはいつも が

いる」と しており、 の を認識している。それでもインタ ーした は の を長い

タイ ス ンで え、 視していなかった。これは世間が 中海 に 目する から、長期的に

                                                 
30  本論文では 宜上、 の け れが主な役 でない は「 容 」と表記する。 
31 しかし、問題がなくなったわけではない。 え 、2009年には が の 員を大 に える

容を告発した          

2009 1 9 99106

 日2016年10 日 。 
32 え 「 ン ド ーサに大量の が 、 け れは 」   2016年 31

日 0 6 61 11 6

6 2 6 0  日10 日  
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第2  中海 の け れ 

2 1 調査 象と 理由 

調査にあたっては、 ン ド ーサ の 、 け れ 、 認 審査に着目する。本 ではそ

れぞれの づけを述 、調査 象の 理由を する。 

 ン ド ーサ は 中海 にとって「イタリアの り 」である。 は 中海 の

を大きく けていると考えられる。次 では にインタ ー調査を行い、 ン ド ーサ の

の視点から見た について述 る。 

 け れ として「 け れ    」を調査した。

は 中海 の を けて された で、行政が 間に け れを委 する形で さ

れている。いわ 、「 け れの 」である。 の新 により、イタリアの け れ

者 は 大した。 け れ の問題が改 された一方で、 の け れ実態については 者

の知る りイタリアでも とんど研究が行われていない。そこで 者は と を する で

を行った。3 では の け れ実態を す。 

 に 認 審査である。 先の の業 の一 として れた での記 と、 者が

から した 認 に関わる の公的 を一次資 2として いる。 認 理由が記さ

れた は一 には公開されておら 、資 的 は高い。それらの一次資 、 の 29、

、 者、 への インタ ーをもとに 認 審査の ロ スを述 る。 

 この3つを調査することで 中海 の 着 ン ド ーサ から一次 、さらには

認 審査までイタリアの け れの一 の ロ スを うことができる。 

 

2 2 イタリアの「 り 」 ン ド ーサ   

2 2 1 ン ド ーサ の 容 の  

 ン ド ーサ はイタリア の である。 者は2016年3日2 日から 1日に 調査を

行った。 に知り いのいない 者が1人でも多くの の を くために、 の中心 であるロー

マ り を調査 に めた。インタ ーはイタリア を い、 ールの形成ができていない

から に を き出すために せ に行った。39人に をかけ23 から回 が得られた。 

 2012 によれ ン ド ーサ に に が上 したのは199 年 のことで、2000年を

た からその が大きくなっていた。 者が行ったインタ ーでも 員の さんをはじめ の

が「 の は20年 ど から まった」と述 ていた。つまり ン ド ーサ の人々は

「 中海 」という で 目される以 から、 問題に していたのである。  

                                                 
2  述調 3 分、 認 知 分、 議 立て 分。 て 本人に使 目的を らか

にした上で を得て した。 
29 認 審査は審査委員会で行われ、 では審査 に して が 議 立て を行った

の審査が行われる。 者の調査 力の 界から、審査委員会の様子を することはできなかった。

審査委員会については、委員会でのやり りを記した 述調 や 認 知 などの一次資 をもとに

調査を行う。 
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「 期 け れ ンター 以下      」は で を行っ

た の身 認と の への までの一時的な け れ である 。 ン ド ーサ

の は の役 も っている  2012 。 を行った は「 者 け れ ンタ

ー 以下      」に 容され、 認 審査を けること

になる。 は 大3 日 度の 期 を想 して作られた である 。 での を

えた は、「 者と 以下        

」という に 容される。この は審査が長期 している 者、もしくは

が認 された が中長期的に することを想 して けられた。 の 大の目的は の社

会統 を促すことである。そのため では 学の授業や の ログ が行われる 。

度上、 は で 期的な と 認 審査 一次 け れ を け、 で社会統 への
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3。 

 の により、 間アクターが け れに関わるようになった36。 問題への り みにお

ける 間アクターの重 は、日本の け れの研究を行った も している。 201

                                                 
3 自 ごとに け れの が められている。自 は 間に公募を行い、 け れを委 する。 
3   内        

    より。 
36 でも や ンティアが に している。しかし、行政中心で されており とは

け れに める 間の役 の 重が なる。 

1 イタリアの け れ と け れの れ 
出   201 をもとに 者作成 

中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

と してきたためだと考えられる。インタ ーでは、 以上の が「もう れている」と し

た。 

 は け れの 的な をあまり感じていなかったが、 が くないわけではない。一

は 業への である。 の主な 業は 業と 業である。ローマ りの で く をは

じめ、 に関わる 業の人は 業への を懸 していた。 が「 ン ド ーサ は 着

いているのに、 ディアが して報 している」と述 ていたように、 らの懸 はマス ディアが

を ン ー ナルにかき立てることによるイ ージの である。 的な け れの

は さくとも、 が続くことで間 的に が出ている。 

 しかし、それにもかかわら インタ ーした ン ド ーサ の は け れに 的であ

った33。 は本 で く さんは「 の90 以上は け れに 成だ」と した。その理由は が

の し を目にしているからだと考えられる。 の は「 の人々は が ってくる海の

を知っている」と えた。 出の さんによれ 「 の 者の は ン ド ーサ

に れてくる」という。 のような海上 備が行われる は、自力で上 する も多く、 海

の しきった を目にしたことのある も少なくない。インタ ーした のなかには

の を 伝った もいた。 は、 が の を して していることを身をもって感じ

ている。そのため について「 てくるしかなかった」と え、 る き 象と考えている。  

以上から、 け れに する の 的な には、 の が日常的であること、 し

の を目の たりにしていることの2つが していると考えられる。また が ン ド ーサ

に する期間は 期的である。 も「 に するのは2、3日だ」と述 ており、長期的な

け れの はない。 度が 立され、 的な け れ も 少した。これらの も 容な理由

であると考えられる。  

 

2 3 の け れ 

2 3 1 イタリアの け れ と の づけ 

 を行った は け れ に され、審査の が するまで ごすことになる。本

では け れ の1つである で行った の を述 る。 

ま イタリアの け れ についてそれぞれの役 を 理する。 1はイタリアの け れ

と け れの れを したものである。イタリアを目 す 中海 の とんどは海上で されイ

タリアに 着する。 された た はま に 容され、 ディ ルチ ックと身 認が行わ

れる。 者は が で、 続が完 すれ 者として一時的に が認められ、

が けられるようになる  201 。「身 認と ンター 以下   

  」は、主に 法に しながらも を行わなかった や 法 者

を 容し、 を るまでの一時的な 容 である  201 。 

                                                 
33 インタ ーした23 のう 、1 は「 け れ だ」「 を ける がある」「 に

は てくる がある」などはっきりと け れを した。 の9 のう も け れを問題

視していなかった。 的であった2 もその理由は「イタリアの が大きす ること」など、自

に が 中することへの 意見であった。 
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中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

では2016年3 に の内容を り が 議を行い、 が出動する 態が きた。 ディアは

「 が された スタを し、チキンと テ イを めて 議」と き立てた0。報 では

「この では 常、日 日にはチキンと テ イが されているが、オーナーは 活 なの

で、 ーを した。しかし た は が になった と 議し、 が けられない 態

になった」と伝えられている。 が ってあったイタリア を に 議を行ったことから「 な

ーへの 議なのか、あるいは 活 を うことが 教上の理由で らを したのか」と、 議

が への に まらない を するような報 もあった。  

 の ンバーの 人である 1によれ 、 実は報 と なるという。 た は生活

に が まっており、 の 員が みだったため オーナーに 議した。だが 議は き れ

られ 、 は 議を いてくれることを期待して自分た で に したのだと う。 によれ

、オーナーも 議は 力的なものではなかったと報 関に記 の を 頼したという。しかし、

まるで 動が きたかのように報 されたことで、「 が の生活改 のために行ってきた

の人々の への理 を める という活動は大きく した」と は残 そうに った。 

 つの の中で、 一 から生活に する がきかれなかったのが  である。この

は リックの 教 ミ ティーが 目的で け れを行っており、12 の が生活してい

る。ここでは自立 のために を た 自身に行わせていた。 え 、 に関しては に3

回、 から や調味 を が 、それを使って 代で調理している。 た が社会に出た

時の 備になるよう を しているのだという。 

 に大きな が出る は、 が行う の が であるためだと考えられる。 の募
2をみると、 え の 目では「 の 生活を 重すること」と されているが「 に 教

的な に すること」とある以外は かい がない。そのため、この をどのように え、実

行するかはオーナーの 量次第である。 

 を して、  を く3つの のオーナーは経 的 を重視しているという は

の関 者や からた た にした。 のオーナーは1日 たり 1人につき33

ーロを け り、そのう 2 ーロは に で 3する 。残りのお の中から生活 や社会統

促進のための を行い、残りがオーナーの となる。そのためなる く を行わ 、 ス を

えることがオーナーの に するのである。一 を れ 、  のオーナーが の

                                                 
0             2016年3 29日

2016 03 29

1 1320 9 日2016年10 日  
1 述の  の 教 の1人。 の 員ではないが、 発 時から活動に関わってい

る。 
2   内 「        」

12 1  日

2016年10 日  
3 ッ マ ーと れ、 が自由に使えるお である。 

 2 

中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

は や の において「 来 公 を 完する役 と けられてきた が新しい公

の い としてますます期待されている」 13 と述 ている。 はまさにこの「 」が

け れを っているといえる。  

 

2 3 2 の け れの実態 

 者が調査を行ったのは、イタリア 部 の キオッジャの にある つの である。

てキリス 教 の である 3のキオッジャ 部が を行っている。その中の

を行う は と れ、3人の 員と ンティアから 成されている。 者は

に研究の目的を伝えた上で、2016年 から6 中 の2 間にわたり、 ンティアとして し

を行った。 ンティアの内容は、主に に1回 で の生活サ ー と の へ

の である。 から 頼を けて、イベン の 伝いや も行った。調査 は主にイタリア

であるが、イタリア が 得 な に しては を いた。 

 2016年 11日に 者は の 員である と に、 が する つの に れ

た。 に れたのはキオッジャの中心 にある   という である。この は

々 3であり、3 建ての建 の2 と3 が になっていて、6人の が生活している。 で

あるが立 が く、 であった。 

 しかし、 によれ での生活は ではない。 は生活の質の改 を めているが、 のオ

ーナーは経 を えることしか考えていないのだと う。 は の の問題を にあ た。ある

日、 が した の は「 ナと かが少しだけ った スタとゆで 」だったという。 6

人に して は3つだけで、 スタの量も少なく、 の でも りない どであった。だが、

にオーナーに 議した が から い出されたことがあり39、 も も く 議できないのだ

という。 

 次に れたのは、キオッジャの ソッ マリーナにある  である。 テルとレス ンを経

しているオーナーが する2 の が け れ になっており、 30人の が生活している。

によれ  のオーナーも経 かりで、 の生活への関心はないと う。 

  にはその 回 れ、 から を く 会があった。ナイジ リア人の は の

に多くの を えていた。 え は「 日 じ ー。たまには自分の の 理も た

いが出てきたことがない」という。 が長期 すると日常の さな も み重なっていくようであ

る。 

 の問題は  という の でも 様であった。 は テルだったこの は、キオッジ

ャから自 で20分 度の にある。1 は ス ースで、2 と3 に 人の が生活してい

る。建 は 感があったが、部 は く6 度の広さに2 ベッドが2つ られていた。この

                                                 
3 キリス 教 の 。 、開発、 の分野で 活動を行っている 

の   日2016年10 日 。 
3 と のみを する 一 的に で な のこと。 
39 201 年に められた行政法 第1 2 第23 では が される ースの1つとして、 の

ルールに する重大な は度重なる を している   。 の によれ

、この によりオーナーの 量で を から り すことが になっている。 

52



中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

では2016年3 に の内容を り が 議を行い、 が出動する 態が きた。 ディアは

「 が された スタを し、チキンと テ イを めて 議」と き立てた0。報 では

「この では 常、日 日にはチキンと テ イが されているが、オーナーは 活 なの

で、 ーを した。しかし た は が になった と 議し、 が けられない 態

になった」と伝えられている。 が ってあったイタリア を に 議を行ったことから「 な

ーへの 議なのか、あるいは 活 を うことが 教上の理由で らを したのか」と、 議

が への に まらない を するような報 もあった。  

 の ンバーの 人である 1によれ 、 実は報 と なるという。 た は生活

に が まっており、 の 員が みだったため オーナーに 議した。だが 議は き れ

られ 、 は 議を いてくれることを期待して自分た で に したのだと う。 によれ

、オーナーも 議は 力的なものではなかったと報 関に記 の を 頼したという。しかし、

まるで 動が きたかのように報 されたことで、「 が の生活改 のために行ってきた

の人々の への理 を める という活動は大きく した」と は残 そうに った。 

 つの の中で、 一 から生活に する がきかれなかったのが  である。この

は リックの 教 ミ ティーが 目的で け れを行っており、12 の が生活してい

る。ここでは自立 のために を た 自身に行わせていた。 え 、 に関しては に3

回、 から や調味 を が 、それを使って 代で調理している。 た が社会に出た

時の 備になるよう を しているのだという。 

 に大きな が出る は、 が行う の が であるためだと考えられる。 の募
2をみると、 え の 目では「 の 生活を 重すること」と されているが「 に 教

的な に すること」とある以外は かい がない。そのため、この をどのように え、実

行するかはオーナーの 量次第である。 

 を して、  を く3つの のオーナーは経 的 を重視しているという は

の関 者や からた た にした。 のオーナーは1日 たり 1人につき33

ーロを け り、そのう 2 ーロは に で 3する 。残りのお の中から生活 や社会統

促進のための を行い、残りがオーナーの となる。そのためなる く を行わ 、 ス を

えることがオーナーの に するのである。一 を れ 、  のオーナーが の

                                                 
0             2016年3 29日

2016 03 29

1 1320 9 日2016年10 日  
1 述の  の 教 の1人。 の 員ではないが、 発 時から活動に関わってい

る。 
2   内 「        」

12 1  日

2016年10 日  
3 ッ マ ーと れ、 が自由に使えるお である。 

 2 

中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

は や の において「 来 公 を 完する役 と けられてきた が新しい公

の い としてますます期待されている」 13 と述 ている。 はまさにこの「 」が

け れを っているといえる。  

 

2 3 2 の け れの実態 

 者が調査を行ったのは、イタリア 部 の キオッジャの にある つの である。

てキリス 教 の である 3のキオッジャ 部が を行っている。その中の

を行う は と れ、3人の 員と ンティアから 成されている。 者は

に研究の目的を伝えた上で、2016年 から6 中 の2 間にわたり、 ンティアとして し

を行った。 ンティアの内容は、主に に1回 で の生活サ ー と の へ

の である。 から 頼を けて、イベン の 伝いや も行った。調査 は主にイタリア

であるが、イタリア が 得 な に しては を いた。 

 2016年 11日に 者は の 員である と に、 が する つの に れ

た。 に れたのはキオッジャの中心 にある   という である。この は

々 3であり、3 建ての建 の2 と3 が になっていて、6人の が生活している。 で

あるが立 が く、 であった。 

 しかし、 によれ での生活は ではない。 は生活の質の改 を めているが、 のオ

ーナーは経 を えることしか考えていないのだと う。 は の の問題を にあ た。ある

日、 が した の は「 ナと かが少しだけ った スタとゆで 」だったという。 6

人に して は3つだけで、 スタの量も少なく、 の でも りない どであった。だが、

にオーナーに 議した が から い出されたことがあり39、 も も く 議できないのだ

という。 

 次に れたのは、キオッジャの ソッ マリーナにある  である。 テルとレス ンを経

しているオーナーが する2 の が け れ になっており、 30人の が生活している。

によれ  のオーナーも経 かりで、 の生活への関心はないと う。 

  にはその 回 れ、 から を く 会があった。ナイジ リア人の は の

に多くの を えていた。 え は「 日 じ ー。たまには自分の の 理も た

いが出てきたことがない」という。 が長期 すると日常の さな も み重なっていくようであ

る。 

 の問題は  という の でも 様であった。 は テルだったこの は、キオッジ

ャから自 で20分 度の にある。1 は ス ースで、2 と3 に 人の が生活してい

る。建 は 感があったが、部 は く6 度の広さに2 ベッドが2つ られていた。この

                                                 
3 キリス 教 の 。 、開発、 の分野で 活動を行っている 

の   日2016年10 日 。 
3 と のみを する 一 的に で な のこと。 
39 201 年に められた行政法 第1 2 第23 では が される ースの1つとして、 の

ルールに する重大な は度重なる を している   。 の によれ

、この によりオーナーの 量で を から り すことが になっている。 
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行った 、自主 は され新たに 証が発行される。 議 立て の 備 より、

法的 の 象となり で の が けられる 。 

 議 立て審査は で の 1 で行われる。 を してみた 議 立て審

査 は、 が に して、 者を して質 を行う形で行われていた。 の意見 述は

に 出している 立 を じて行われ、 で意見を述 ることはあまりない。 の によ

れ 、 への質問に が代わりに えることはできない。 

 での 議 立てを 下された 、上告することも であるが、 立てが 下された は

け れ を出なけれ ならない。つまり ての から り されることになる。 回 の

はないものの、 の は 常の 続きに進 に、 をする な理由があるか 備審査が

行われる 。 

  

2 2 審査の問題点 

とインタ ー調査を じて、 審査の える3つの問題点が らかになった。1つ

目は「 者の質」、 つ目が審査委員会や による「審査員 の知識 」、3つ目が「

の 備 」である。 

 は審査委員会、 での 談の に の 者を する がある。しかし、 議 立て

をみると 者の問題が されている。 え ル人の は、「 者は ル人

ではなく、 中 ミ ー ンが であった」という。 の は で、 ンス

は第2 である。それにもかかわら は「 に 者がいないと われたため 中 また審

査を待たなけれ ならなくなるのではないかという から、 ンス で すことを け れた」の

だという。また 者が 議 立て の 作成を 伝ったナイジ リア人の は「 者はイタリ

ア が 自由だった」と した9。 は「自分がたくさん しても 者は とんど さなかった」と

い、 述調 の内容を して伝えると、「自分が ったことと う」と りを にした。 の

によれ 、 の によって 者の が し、 者の質が されなくなってしまって

いるという。 

 述調 をみると、審査開 の 備質問に「 者の が理 出来るか」という 目があり、

者の問題を する 会は 意されている。しかし、 ル人の 者 によれ 、長期間審査

を っていた は次がいつになるかわからないという から問題を感じてもそれを 容してしまう

ことがある。これが を生み、審査に を えていると考えられる。 

また 者が した 議 立て審査では、 に な 知識が している様子がみられた。

え 、キリス 教 に するイス のテロによって をなくしたナイジ リア人の の

審査では、 が「ナイジ リアの がよくわからない」と発 した。また、 は 議 立て

                                                 
 本来は 、 、 者以外の立 りは認められていないが、 に を得て3回 し

た 2016年 2日、 日、12日 。 
9 者に の はないが、 者の知る り とんどがイタリアに 外 人である。 者は

に9回 を んだが、イタリア人の 者を目にしたのは1度だけである。 

中海 に関する考 イタリアに 来した はどのように け れられているのか  

 
 

代の を したことが られる 。 が し、 の 分はオーナーの となった

が、残りの 分は の である6。 から が出ていても の ーを しないのも、

ス を えるためだと考えられる。 の け れは ジ スとしての を っているのである。 

 実 に ごとに の内容は大きく なっていた。 者が を いた た はこの の

を認識している。 え  に する キスタン人の さんは「 の を感じないで 」こ

とに してイタリアに感 を述 つつも、「 ス レ にいる 人は自分た よりお をもらってい

る」と にした。 

 一部の では の に する重大な が報告されているが  2016 、少なく

とも 者が調査を行った では、生活に な は されていた。先行研究で されて

いた と すれ 大 な改 である。その 、 は け れに ジ スとしての一 を

たせた。 目的のオーナーとの間には に が生まれ、 間の が きている。  

の はオーナーや 者との関 が 好であり、 認 も の くに まりたいと にする人

もいた。一方で、  に らす 出の は、どれだけ えても一向に が改 しないことに

し、オーナーだけでなく の 員に しても 頼を っていた。 にとって一 身 な

であるオーナーや 者との関 は社会統 の第一歩である。どの に るかで 中の生

活が わるだけでなく、その の社会統 にまで を す がある。 

    

2  と問題点 

2 1 の ロ ス 

 本 ではイタリアの 審査について述 る。 者は を じて9回 を れた。

した 9人に え、 者 、 から を くことができた。調査は主にイタリア で

行い、 者の に しては を併 した。ま 審査の ロ スを 理してから、調査 を述

る。 

 審査は審査委員会で行われる。審査委員会は内 から 、 方自 から の公 員

に の 員 を えた で 成される    201 。しかし、 の

員や の では 人 って審査が行われることは少ないという。 出の 員 や の によ

れ 「 の 員に たるかどうかで審査 が わる」という。 

 審査委員会での は 者を して行われる 。 者は な り 理由の と

なる証 を することを義 づけられているが、立証が完 でなくとも 者が な りの資 を

出し、 に があると されれ 、 やその の の 象として認 される

。 

 審査 は で される。 認 だった は 者としての 証を され、自

主 が発行される。 は30日以内であれ 議 立て を行うことができる。 議 立てを

                                                 
 では ルス アの が められているが の の は記されていない。 2  
6 一日 たり300 に たない ッ マ ーからの 代の出 は にとっては大きな である 1

ーロ 113  2016年9 30日 。 

 キオッジャの くにある 。 
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「 がない」と されてしまうことがあるのではないか。 者がそう考えるのは、 の

に次のような をなされたからである。 

 2016年の6 、 者は にナイジ リア人の を し、 の 員の と審査が

わるのを待っていた。審査が わると、 はす に「大 な がある」と しい表 で告 、

の で し めた。 によると、 の は の質問に して じ回 を り したという。

理由自 は を けられる内容であったにもかかわら 、 じ回 を やみに り したことで

が いと されてしまうだろうと は述 、 備を 伝うのは の責任であると

した。 員の は、 を けて「自分は き めた かりで、審査の 備をする重 を認識し

ていなかった」と した。この間、審査が上 くいかなかったことを感じ った の は にも

き出しそうな表 をしていた。 者が で をきくと「 じような質問 かりされて、 を え い

のかわからなかった」と えた 。  

 このように、 者 が に適 な を行えるかどうかが の を する があ

る。しかし、そういった は行われていないのが である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
 は審査から3 以上が経 した2016年9 30日 においてもまだ出ていない。 
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を み えていなかった0。 の の を するには、 の出身 や出身 の

に関する知識が だと考えられる。 さんの ースでは、ナイジ リアの 教 立やイス

の 報が である。しかし、 さんの にはその知識が していた。 

また の は審査委員 によって なる。 え 、タリバーンの こした を目 し

たために されたと主 する キスタン出身の の 認 理由は「 を目 した 日に 者

さん が に 報 したことをタリバーンが できるとは考え い」「 者の を 認す

る にタリバーンが を発 したとは考え い」「 人の だけでタリバーンが 出したとは考

え い」という3点から かれた「 の さ」であった。だが、上記の 目はどれも「考え い」

と できる内容ではない。「 は 上で に証 したため、 が に 報 したことを

人が知る 会は 分にあった」という の 論も 理的であり、 の の が いとは

しも えない。 的な証 がない た の な ースの を することは しく、各審査

委員 の に大きな が生まれる。 者が した ル人の の ースでは、審査

に の と の が「 は から を 法 だと めつけ、 く を かなか

った」と を ていた。審査委員 によって審査に も大きく なると考えられる。 

実 に審査委員会ごとの 認 の は しい。 ド 1の委員会の認 は26 である

のに して、 ロー ャ2では 2 が認 されている3。 者はイタリアの行政によって各自

に り分けられる。そのため、一部の に やその の の 象者が 中することは考え

い。以上から「どの審査委員 に審査されるか」によって、 認 の が大きく され

ると える。 

 に「 の 備 」であるが、これは つ目の議論とも に関わっている。 の が審

査 に大きく する審査 度では、「 自身がどれだけ説得力のある を出来るか」が重 であ

る。実 に、 認 知 の中には「回 が に であった」「 に らなかった」のように

の し方が 認 理由の1つになった ースも あった。実 験であっても記 の は こりえ

る 。 の説得力が重 な である審査方法を みれ 、審査委員会や に出 する に に

を 理しておく がある。 

 本来、 はこうした審査への を めた を行う きである。な なら、 は 認

審査について知らないため、 備の重 に がつかないからである。 としては、審査 に

の を き ることが ましい。しかし、 では の き りは行われていない。その

ため は 備 のまま審査を けることになり、本来なら 認 の を たしていながらも、

                                                 
0 自身が「 議 立て を少し んだけど」と、 み えていないことを に す発 をし

ていた。 の さんも「 は 議 立て を んでいなかった」と いていた。 
1 にある 。 が をしている た はこの ド の委員会で 認 審

査を ける。 
2 ミリア ロマー ャ の  
3 、 的 、人 的 のい れかの認 者。       26  

          2016年6 1日 11  

 者が を いた の中には、 のきっかけとなった出来 から 年経っている人もいた。 
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 第3に、 問題への の理 である。 も の への理 を めることに重点をお

いていたように、 の 実を るためには人々の理 と 力が になってくる。 ン ド ー

サ の のように、 する に られた の を的 に認識することが日本の け れ

度改 の第一歩であると 者は考える。 

 

3 3 本論文の 界 

 本研究ではイタリアの け れについて、 から審査までの ロ スに 目して 究した。

者は 学生という立 であったため、調査の は 期的かつ 的である。 ン ド ーサ の

調査は長期 みを するしかなく 期であった。またインタ ーは インタ ーのような形

で行っており、サン リングの点で代表 はない。 も ンティアとして 出来た

の活動しか見ることができていない。そのため、本研究の研究 をイタリアの け れの実 で

あると 度に一 することはできない。本研究の意義は「 」として えられが な 中海 の

その を の 応を うことで、 生じている や残された課題を することにある。 、

より広 で実証的な研究が である。 
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が になった。また の新 により け れ 者 は した。それにより の が

するまでの期間の の生活が されるようになった。 

 、 の は け れを ジ スとして行うアクターを生み出した。 のために政

から されるお の使い はオーナーの 量による部分が大きく、 ジ ス目的のオーナーの

と 目的のオーナーの では の が きている。 者 の に い審査に関わる

人も えた。 者の質は されていない。また 分な知識を たない審査委員 もおり、

の には 人 がある。実 に委員会ごとの 認 の は である。  

一方、 の 活動を行っている の も 分である。 の 力によって 内容は

なり、 な が行われていない もある。 、 者、審査を ける委員会 、 者

など け れに関わるアクターによって、 の生活や を けられるかどうかが されてい

ると考えられる。 

 来 かりが ン ー ナルに報じられている 中海 は、その イタリアの新しい け れ

ロ スに み込まれていく。 間のアクターを き込んで を 大したことで、イタリアの け

れ は改 した。一方で、新たに け れに関わることになったアクターの 力 によって

問題が き こされている。 け れに関わる人々がどのように を身につけていくかが

の課題である。 間のアクターに け れを 投 するのではなく、公的なアクターが適 に し、

け れ での の 、 者の育成などを行う があると考えられる。 

 

3 2 考 日本はイタリアの け れから を学 きか 

 に、 の中で 一イタリア以上に け れに 的な日本についての を考える。 ーロ

ッ の け れの ではドイ や ンスなどいわ 「 け れ先進 」を き いに出す

ことが多いが、日本 様に 的だと されたイタリアの け れ 度の改 から学 きことは少

なくない。 

 第1に、 的な け れ 度の 立である。イタリアでは 来時の から社会統 ま

で、 が生活していくために な を する 度が 立されている。大量 の に し

ている も、 の人 を するために を し け れ の 大に めている。日本にお

いても け れの 度が だと考えられる。 

 第2に、 間アクターに する公的なアクターの の である。 に述 たように、日本の

問題を研究した 201 は日本の や の における「 」の重 を してい

る。イタリアは 間のアクターを り込 ことで け れ の改 を たしており、 かに

「 」の う役 は重 である。一方で、「 」への適 な「公」の はイタリアの け れの

課題でもある。 、日本の け れ 度を改 させていくには、 間のアクターを 的に り

込みつつも、新たに け れに関わることになる の人 育成など、公が適 に していく

がある。 
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 優 賞 評  
 

中海 に関する考  
イタリアに 来した はどのように け れられているのか 

 
文 学部教授 

  
 

本論文は、イタリア 部に する ン ド ーサ を ィールドに、 、きわめて重大、

かつ を していると考えられる 中海 について、 での け れ の や、関

者、 者へのインタ ーや によって、主にア リ 、ア からの 問

題を ったものである。 リアなどのア 、リ アなどのア リ からの 内

、さらに政 的、経 的な による の 生は、 代史において重 なテーマとなって

いるが、 ル やバル ン を経て、 ーロッ へと る の れは、 き められ、

ではもっ ら や ー による 中海を しての 中海ルー が主 となっている。それ

は、 法な 業者、 業者による や 力、 や などの を ものであり、

などの 関や、先進 各 の人 主義的な 的な関 が められるものである。だが、

日本社会をはじめとして、こうした 問題に関する や 関心が、 ン ー ナルな デ

ィアの報 と して、 実的に広がっていることは めない。本論文が しているように先

行研究の少ないことも、それを 証するものと考えられる。 
そうした、主としてリ アからの 中海 の の り となっているのが、イタリアの

ン ド ーサ である。 業と で成り立っている さな が、いっきょに 的問題の 点

の となったのである。 
日本と 様、 の先進 に て、 問題への関わりや関心が かったイタリアにおいても、

の問題として 問題が りかかってきたのである。 
本論文は、 ン ド ーサ において、 に する た の考え方や感じ方を、インタ

ーを じて き りにすると 時に、 実的には ステマティックに を け れ、 容、

の ステ が出来上がりつつあることを する。ただ、これは 自身の ー や を

しも たすものではなく、 としての を しするものでもなかった。また、 け

れ の の考え方とも さから があり、とりわけ 認 の は、 実的な問題点

を多く ものであることが されている。 
こうした論文の 論は であり、また、自らの 期間でのインタ ーや だけでは、

こうした 的な 問題を り うことの 界もき んと認識しており、大学生の論文として

は、きわめて 実で、好感の てるものであり、優 論文として するに するものである。 
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